
平成２７年度 文化財防災訓練等実施状況報告 
都道府県名 

青森県 

行 事 名 称 平成２７年度七戸町文化財防火デー訓練 

実施期間・日時 平成２８年１月２９日（金）１０：００～１１：００ 

実 施 場 所 蒼前神社（青森県七戸町） 

主 催 者 七戸町・中部上北広域事業組合中央消防署 

■実施内容 

訓練の想定 

平成２８年１月２９日（金）午前１０:００、震度６強の地震が発生し、神社の敷地内で火災発生。地震発生時

に関係者がお社入口付近で負傷し、逃げ遅れている。 

訓練の内容 

蒼前神社別当による火災発見、通報、初期消火（消火器）。消防署、消防団による訓練出動及び放水訓練を実施。

訓練終了後、消防団は冬期間におけるポンプ車等の点検及び注意点の指導を実施。 

参加者及び役割分担 

蒼前神社     １名：１１９番通報、初期消火 

付近住民    １０名：避難訓練、消火訓練 

七戸町消防団  ２９名：出動訓練、消火訓練、放水訓練、各種機材点検 

中央消防署   １９名：全体統括、救助訓練、救急訓練、放水訓練、講評 

七戸町役場    ３名：現場立会い 

特に工夫した点 

初期消火から放水活動まで迅速かつ的確に行う事ができるよう相互の連携に努めた。 

問題点・課題 

建物及び周辺、道路等を定期的に除排雪し、消火活動を迅速・的確に行う事ができる状況を維持することが課題。

特に今回は地面が凍結しており、転倒による怪我等も考えられた。また、地域住民の高齢化による訓練参加者・

消防団員の減少も課題と言える。 

その他 

毎年文化財防火デーにあわせて消防訓練を行うことで、地元消防団や地区住民の文化財愛護意識の高揚を図り、

防災の必要性を確認する機会となっており、今後も継続して実施することが重要。 

訓練風景 

  

     
 

 


